
ガンバレ、消防音楽隊！ 第９０話 
 ちょっと遅いですが、今年初めての更新ですので、 
 

 本年もどうぞよろしくお願い申し上げます 

 皆様にとって幸多い一年でありますように 

m (_ _)m    
（今回で９０話！９０話ですよ～。スゴイ（自我自賛です。）） 

 さて、皆さんは、１月７日（日）はいかがお過ごしでしたか？ 
 この日は、爆弾低気圧どころか、強力台風なみの低気圧が襲来していました。 
１月７日０５時４０分の大阪管区気象台発表では、 
『近畿地方では、上空約５５００メートルで氷点下３０度以下の強い寒気が入り、強い冬

型の気圧配置に。このため、近畿地方では西または北西の風が強まり、特に日本海側の海

上では風が非常に強く大しけ。北部の山地を中心に７日夕方にかけて大雪となるおそれが

あり、中部や南部の山地でも積雪となる見込み。大気の状態が不安定となっているため、

落雷、突風、降ひょうにも注意が必要。７日夜遅くにかけての最大風速は陸上で１２から

１８メートル』と予報していました。 
夕方の発表では、 
大阪の最大風速は１０．９（７日１０時４０分）、 
最大瞬間風速２６．９（７日１０時１７分）となっています。 
全国各地で交通機関も大混乱、被害も発生しました。 
幸い近隣では大きな被害の発生がなく、多くの消防で出初式が行われましたが、 
我々も消防出初式のため、河川敷に居ました。 

 
実は、前日から天候が崩れるとの事で、７日当日は５時集合となってしまいました。 
電話でその連絡を受けた時は、 

「またー、引っ掛けようとしてー。ヾ(＾-＾;)」 
なんて思いましたが、電話相手は至って真剣。 
（マジで！ゲロゲロ(ToT) ） 
 
６日から７日へ日付が変わる頃には、相当強い風が吹いていました。 
風音も、集合時間もなんだか気になって、２時半に目が覚めてしまいます。 
朝５時過ぎ、真っ暗の河川敷に到着。 
集合させられたのは消防本部、羽曳野市、藤井寺市、柏原市の防災担当課の約２５人。 



さっぶーーー。 
（今日は１月７日やで、真冬やで。早起き苦手、寒さ苦手(*_*)） 
寒さにも参りましたが、まだ夜明け前の暗さの中に見えるのは、 
前日に立てたと言う、柱がグニャグニャに曲がっているテント。 
 
本部席、来賓席として設置したテントは、約９０メートル全てに渡って使い物になりませ

ん。 
まずは、そのテントの中に設置した椅子と机を全て搬出。 
（前日にメジャー使ってキレイに設定したらしいんですけど、全部倒れてます。） 
強風、真っ暗、低気温。 
乗ってきた車両のライトを頼りに動きます。 
時間が経つにつれ、益々風が強くなってきます。 
次に、９０メートル間に設置されたテントの撤去。 
体は起きて動いていますが、頭は眠ったまま(ρ.-)ネムイ 
注意力が薄れています。 
（こんな時によく事故が起こります。気をつけなければ。） 
 
開催の是非を相談するために、各市の消防団長と消防長、幹部が相談します。 

（中止になってくんないかなぁ～。中止ッ、中止ッ、中止ッ！） 

『警報』が出ていない以上、『決行』する事になりました。 

（ガクッ。(;_ _)o｜ ） 

 
幸いにも羽曳野市民ウインドオーケストラの皆さん用に用意したテントだけは無事です。 
ただこの強風の中で演奏してもらえるかどうかは、 
（消防音楽隊なら問答無用ですが、一般の方々なので。） 
羽曳野市民ウインドオーケストラの方々の判断に委ねる事となりました。 
（雨天決行なんて言ったからこんな天気になっちゃんたんかなぁ？） 
 
７時前、やっと明るくなりました。風は強く、雨もパラパラしています。 
会場の再整備や、進行の割愛、受付の設定など、あわただしく時間が過ぎて行きます。 
８時、羽曳野市民ウインドオーケストラの皆さんが到着。 
＞「おはようございます。今日はこんな天気に・・」 
＜「先輩。お久しぶりです。」 

＞「エッ？」 



＜「ア～、先輩。」 
＜「ご無沙汰してます―。」 
あちこちから挨拶されます。 

＞「ゲ～！知り合いいっぱい居てるッ。今日はヨロシクお願いします。」 
指揮者は、私と同じ学校の同じクラブの OB と聞いていたのですが、 
その他にも沢山の OB 達がいました。 
平均年齢２３歳。 
まだまだ若さに溢れる吹奏楽団です。 
＜「先輩、憶えてはりますか～？」 

＞「お前は、知らん！ウソ、ウソ。憶えています。」 
（なんかやり易いって言うか、やり難いって言うか(--;)） 

早速、指揮者の中島君と、 
「んで、どうする？演奏出来る？」 
「先輩がやれって言うなら。」 
「おいおい、冗談抜きで。」 
「頑張ります！ｐ(｀ω´)ｑ」 
ザックリ流れを確認し合ってから、 
「じゃ、悪いけど、８時半からリハするからスタンバって。」 
「エ～、時間ない。無理っす。」 
「アカン、ヤレ！」 
雨風で、搬入もスムーズには出来ていません。 
リハ３分前でも、まだ楽器持っていないメンバーも居ます。 
「早く座って！」 
中島君の激が飛びます。 
「では始まるよ。キュー出しするからこっち見ててね。」 
アップも出来ていないまま、リハーサル・スタート。 
しかし、シッカリした音程の演奏です。流石です。 
洗濯ばさみで押さえていても、風に乗った譜面が飛び交い、 
時折、瞬間的にビューって突風が、譜面台をなぎ倒します。 
倒れた譜面台を起こすために、立ち上がると今度は風でパイプ椅子が倒れます。 
１０年、いや２０年に一度あるかないかの最悪のコンディションです。 
それでも集中力切らさないで演奏してくれています。 
演奏の曲目は消防音楽隊と同じでしたが、音楽としては全く別物。 
ザ――っと流してリハ終了。悪天候で多分に省略されているので、リハーサルも短め。 
「もう終わりですか？」 
とキョトンとした中島君。 



「リハでも、分かり難かったね。」 
と段取りの説明をしなおし、 
「では、本番よろしくね。あと１５分しかないけど。」 
それを聞いて中島君もバタバタ。 
 
私にはもう一つ心配な事がありました。 
リハの途中から、突風で、幅１８メートル、奥行き５.４メートルのこのテント全体が度々

浮き上がっています。 
瞬間的ですが何回も。 
（消防音楽隊で出ている時の倍の大きさ。扱いが全然違います。） 
羽曳野市民ウインドオーケストラの皆さんを不安がらせないように平気にしていますが、

内心はメチャ心配。 
「1 人ではどうしようもないけど。」 
と思いながらもテントの柱から手を離さないようにしています。 
 
出初式が時間通り開始され、順調に進んで行きます。 
フリースの手袋をして演奏している人もいます。 
（そんなんで演奏出来てるん？） 
風は相変わらずで、マッハで飛び去る楽譜。 
（スンゴイ速さ。） 
その内、吹雪に。 
羽曳野市民ウインドオーケストラの皆さんは、 
「うわ～、雪や～。」って雪に喜んだり、驚いたりしていますが、 
でも、そんな事より、テント浮き上がってるんですけど～(ToT) 
このテントに消防職員は私だけ。 
おまけにこのテントだけは離れて設定されているので側には誰一人いません。 
（杭にロープで固定してありますが、突風が吹くとテントの柱が完全に地面から離れま

す。） 
しゃーない、ヤバくなったら、演奏中止させて避難やなぁ～Ｏo..(-ω-*) 

と思っていると、役目が一段落した職員達が事態に気付いてやって来てくれました。 
（ひと安心 (´о`)=3） 

 
荒天用プログラム急遽変更バージョンで、出初式無事終了。 
次の瞬間バラバラバラと激しい雨が。 
結局片付けでボトボトになりました。 
 



去り際に、吉井団長さんから、 
「音楽隊復活を待っています。頑張って下さい。」 
と再び励まして頂きました。 
ありがとうございました。 
 
吉井団長さん、団員の植谷さん、指揮の中島君、 
羽曳野市民ウインドオーケストラの皆さん、素敵な方々でした。 
ありがとうございました。 
本当に大変な出演になっちゃいましたね。 
お疲れ様でした。 
 
いつか、消防音楽隊とジョントコンサートして欲しいなと、 
一人静に胸の中で思いました。 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９１話 
  
 この「ガンバレ」でも何回も登場しています大阪市消防音楽隊が、 
来月を持って廃止と言うことが、昨年の暮れから度々報道されています。 
最近では、立て続けにテレビで取り上げられたと聞きます。 

（私は、見る事が出来ませんでした（＞＜）ほとんどテレビを見ないので仕方ないですが。） 
ネット検索をすると、沢山のヒットがあります。 

 
昭和４４年から年間２００回のペースで演奏を続けてきた大阪市消防音楽隊は、 

消防行政の広告塔と言う枠には収まらないのではないかと思われる程の活躍で、 
固定ファンの方々も多数いらっしゃるようです。 

 
柏原羽曳野藤井寺消防音楽隊が廃止になりかけた時にも、 

大勢の人がご心配頂き、お力になって下さりました。 
そのおかげで、我々の消防音楽隊は、 

本当に寸前で、廃止にはならず、 
公務活動休止の決定が下った事は、「ガンバレ」でご存知のとおりです。 
 
我々の時にも、 

自分たちは無駄な事を２０年間続けていたのだろうか？と言う疑問に苛まれました。 
「業務として演奏する」と言う音楽隊の性質が、 

特に音楽経験者の方々に、なかなか理解して頂けていない事を痛感しました。 
 それと同時に、我々の様な、初心者の寄せ集め音楽隊でさえも、 
演奏を楽しみにして下さっている方々がいらっしゃる事も知りました。 
 柏原羽曳野藤井寺消防音楽隊のパレードを見て、ブラスバンドに入った方もいらっしゃ

いました。 
 成人式で演奏した後に、 
わざわざ「ありがとう」と声をかけに来てくれる新成人の方々もいらっしゃいました。 
  
 人の考えはそれぞれです。 
音楽隊なんてくだらないモノは要らないと言うご意見もある事は事実です。 
 
決められた仕事は、それだけを行っている間は批判の対象になる事はとても少ないです。 
排他的思考や論理はとても楽だとは思います。しかし、 
行政サービスは、発展と共に多元性に向かうものであるとは思われませんか？ 
 



２月１３日に開催された当消防組合平成１９年第 1 回議会において、 
「消防音楽隊の早期完全復活要望」がありました。 
 

 一方、やっと好景気と言われるようにはなりましたが、 
その実感はほとんど感じ無いように、地方公共団体の財政難は、 
今も脱していないのも事実です。 
 
 今、手元に「親しまれて３８年 感謝の演奏会 大阪市消防音楽隊」 
と言う新聞記事があります。 
真ん中で指揮棒を振る寺田隊長と隊員の方々が 

消防音楽隊の演奏する写真として掲載されています。 
これまで、特に、寺田隊長は、想像以上の苦しみであろうと思います。 
 
この写真を見ているだけで、胸に熱いものを感じます。 

 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９２話 
 
 各々の勤務サイクルが違うので、 
全員が集まれる事はないのですが、練習では２２名の音楽隊員のうち、 
自然と、大まかに三分の一づつに分かれた人数での 
練習サイクルが出来上がりました。 
しかし、どの練習でも聞こえてくるのは、 

「合奏したいなぁ～。」と言う素朴な希望です。 
個人の基礎練習やパート・アンサンブルなども行ってくれているのですが、 

やはりもっと刺激が欲しくなるもの。 
 こう言う流れになると、普通の場合、 
手当たり次第に、何曲か譜面を出してきて 
適当に合奏しちゃうパターンになると思われるのですが、 
そこは流石、柏羽藤消防音楽隊。 
（えっへん<(｀^´)>） 

今まで演奏した曲の中でも、 
覚えている曲で、 
「自分の譜面」が手近にないといけません。 
（見慣れた自分の譜面でないと出来ません。） 
しかも、そこそこ楽しくないと同意が得られないのです。 
（とっても我がままデス(-“-)） 
隊員の皆もそれぞれ好みがちがいますので、 
曲目が決まるまでは、ガヤガヤギャハハハ。 
小学生の休み時間の様相です。 
（「目覚めなさい！」って(-_-)/~~~ピシー!ピシー!） 
 
本当に色んな曲名が飛び交いますが、 
結局、０２年から０４年まで行った 

「消防Ｆｅｓｔａ」のステージで 

演奏した曲から選らばれる事になります。 
 
（毎回、大体同じ経過を辿るんですけどね。 
皆の意思を尊重している「期間」なので決まるまで時間がかかります。 
たいがい逸れた話題で盛り上がってしまいますし。 
話が逸れ過ぎて、何を話していたのか分からなくなる事も度々です。） 



他の曲は入れ替わったりしますが、 
「ハリウッド・マイルス・ストーンズ」 
（ジョン・ヒギンス編：炎のランナー、バック・トゥ・ザ・フューチャー、 
ジュラシック・パーク、Ｅ・Ｔ、フォレスト・ガンプ、美女と野獣、 
アポロ１３など映画テーマが１１曲。）と 

「パイレーツ・オブ・ザ・カリビアン、サウンドトラック・ハイライツ」 
（テッド・リカッツ編）は、ほぼ定番となりつつあります。 

この２曲は、どちらも メドレー曲です。 

 
（消防音楽隊なのに、「バック・ドラフト」が 近は忘れられているような(^-^;) 
 
人数が足りなくて旋律やソロが抜けるのでまともな演奏は出来ませんが、 
それでも、演奏する楽しみを少しでも味わう事が出来ます。 

（パートそのものが誰もいない時も多々あります。 
「ジョーズ」を演奏するのにチューバが居ないとか、 
スイングの曲でサックスが居ないとか、ね。） 

 
更に、吹奏楽の場合は、指揮者が前に立って演奏するスタイルですが、 
うちのように、人数が少なくなるとそんな事も言ってられません。 
テンポの変わるメドレー曲であっても、プレーヤーが絶対的に足らないので。 

演奏側に一人でも多く回らないと「曲」になりません。 
（一人や二人、プレーヤーが増えたところで、 
パート数から比べるとまだまだ人数が足りないのですから、 
「曲になる。」と言う表現が適当かどうか・・・。 
以前自分たちが演奏していて知っている曲だから、 
「曲」になってると勝手に思い込んでいますが、 
その曲を知らない人が聞くと、？？？ってなっちゃうでしょうね。） 
 
勿論、チャント楽曲になっている方が良いに決まっていますが、 

そう言うところは、逆に大らかで、 
ガンガンビシバシ(-_-)/~~~ピシー!ピシー!に演奏しなくても、 
満足値はそこそこ高くなるようです。 

人の幸福度はその人の価値観で決まると言いますが、それによく似た感覚でしょうか。 
 
（この前やったのは、パーカッションがいなかったので、 



全員ドラムの方に向いて座ったもらい、 
私がフェルマータやテンポ出しを指示しながら、 
ドラムを叩くと言うスタイルでした。 
しかも、何ページもある指揮譜しか見当たらなかったので、ページ捲るのも必死。 
一人汗だく状態でした。出来ればもうしたくないです(-_-;)） 
 
でも、次に来るのは、「出演」と言う「発表の場」を望む声でしょう。 
ご存知のように、現在は公式出演を封印していますので、 

どこからも出演の依頼はありません。 
運動でも、語学でも、なんでも同じだとは思うのですが、 
その醍醐味は「実践」でしょう。 
そして何事も「目標」になるものがないと続けているのが苦しくなるります。 
 
しかし、３６５日２４時間必ず勤務している者がおりますので、 

音楽隊員は全員揃いませんし、全員が同じ事を望んでいる訳でもありません。 
一枚岩でなく、小石の集まりみたいな状態です。 

 
そろそろ「新しい曲」が欲しいなぁなんて言う声も出て来ています。 

困ったなぁ～。レベルに合わせると選択肢が非常に少ないんだよね。 
うちの選曲って至難の業なんですよ。 
レベルも、好みも、やりがいも。 

 
知らない曲はＮＧ。 
暗い曲もＮＧ。 
しんどい曲もＮＧ。 
流行の曲は、流行ってる間には完成しないからＮＧ。 
難しい曲はもちろんＮＧ。 

  
要求だけは相変わらず多いです。 
何もかもが満たされないと練習してもらえないですからねー(ToT) 
（てか、そんな曲って存在するんかいな？ 
出演があって、その企画に見合う選曲をしていた頃の方が、楽です。 
皆も仕方ないからって諦めて練習していましたから。） 
 
 
ん～ん、困ったなぁ。 



どうしたものか。 
悩み多き日々です。 

  

 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９3 話 
 
 昭和６１年、発足間の無い当時の音楽隊は、 
五里霧中、無秩序の嵐、 
手探り状態の中で難破船を曳航するような感覚を持ちながら練習をしておりました。 
 指導するといっても、私一人で出来ることなんて、タカが知れています。 
 大体バンド上がりで吹奏楽に流れたもので、打楽器でも太鼓の部類だけで、 
鍵盤楽器等はさっぱりなんです f(^^; 
 （太鼓以外には、ほんのチョッとギターが弾けたぐらいで、 
勿論、木管楽器も、金管楽器も、触った事がなかったです。 
何故単なる筒であるトランペットで 
音がなるのかもよく知らなかったですし(>_<)） 
 
 そこで、平日の午前中に楽器演奏の指導を 
手伝ってくれる方を探す事になりました。 
 
 一人は高校時代の友人で 
プロ生活を送っている人間が居たので即ゲット(^-^)v 
 金管が専門ですが、少しなら木管も指導してくれます。 
 
 でも、それでも足りないので、知人繋がりで、更に探して、 
 近所に元大阪府音楽団のトランペット奏者が居られる事を知り、 
翌日菓子箱持って即効突撃訪問しました。 
 
 第一印象は、輪郭が「北野たけし似」って事。 
 その時は、初対面の私を相手に、ご自慢の愛器を、 
時間をかけて説明して下さりました。 
（とても大切にされていたのだと思います。 
ビンテージ風の金色に輝くトランペットで、 
重厚な作りが今でも思い出されます。） 
 
 なかなか『本題』のお答えを頂けなくて、 
諦めて引き上げようと腰を上げると、 
「いつから寄せてもらったらよろしいの？」 
と、尋ねられたように記憶しております。 
 なんとなく不思議な出会いでした。 



 
その日以来、１８年間、 
当消防音楽隊のトランペットの外来講師として、 
凸凹音楽隊員を、正しく手取り足取り指導して頂き、 
無理をお願いして本番演奏も数回出演して頂きました。 

（ピッタリの音楽隊演奏服がなかなか用意出来なくって、毎回我慢して頂きました。） 
 
数年前に７０歳になられたのを契機に勇退されました。 
 
平成１９年４月、訃報に触れ、師の葬儀に参列させて頂きました。 
 
そこには、当消防本部から贈呈させて頂いた感謝状の副賞であるオブジェと 
あの金色に輝くトランペットとが並べて飾ってありました。 
 
消防音楽隊に蒔いて頂いた種は、確実に我々の中で花をつけました。 
 
心よりご冥福をお祈り致します。 
 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９４話 
 
 消防は、年中無休２４時間営業ですので、人事配置の調整を行っていなければ、 
必ず消防音楽隊員の誰かが勤務しています。 
 音楽隊の練習には全員が揃わないと、なんとも効率が悪いのですが、 
特に全員で曲を合わせる『合奏練習』には大変苦労します。 
 でも『合奏練習』は、運動クラブの『練習試合』と同じで、 
本番の『出演』が『公式試合』と言ったところだと思います。 
 ですから、これが出来ない状態で、基礎練習だけしか出来ない期間が長くなると、 
相当ストレスが高まり、逆比例でモチベーションが低下してしまいます。 
（野球でバットの素振り、テニスの壁打ちだけでは、 
やはり同じように行き詰ってしまうのと同じでしょうね。） 

 
つまり、基礎練習は最も大事ではありますが、 
絶対『実践が一番面白い』という言葉に尽きます。 

（って言うか、何事も「実践」の為に練習しているとも言えますよね。） 
 こんな理由から、 
「可能な限り『合奏』をしよう。」 
と心に決めて練習に臨んでいるのです。 
 
 先日、久しぶりに「バック・ドラフト」のサウンドトラック版を聴く事がありました。 
 「やっぱりこれだよね～。」(^-^) 
 消防士達を取り上げヒットした、数少ない映画の一つですから、 
自然と思いも強くなってしましますが、 
何と言っても「曲」がカッコいい！ 
 
勿論、ウチの音楽隊でも演奏していましたし、 

音楽隊員以外の職員にも、受けが良かったです。 
 
 そして、やはり旬と言えば、 
「パイレーツ・オブ・ザ・カリビアン」 
 ジョニー・デップ演じる、 
ちょっと「ゆるい」感じのジャック・スパローの魅力で、 
世界中で大ヒットとなったのは、ご周知のとおり。 

 
あと５日で第３作 



「パイレーツ・オブ・カリビアン/ワールド・エンド」も公開ですね。 
でも、「パイレーツ」もこれで終わりかと思うととっても寂しいです。 

（実は今日は５月２０日。 
もう、原稿書いてはアップし、書いてはアップしと、 
更新日にギリギリ間に合わせている毎月です( ..)φ） 
 
（因みに、先の「バック・ドラフト」と「パイレーツ・オブ・ザ・カリビアン」 
の音楽を担当しているのは、 
ハンス・ジマー（Hans Zimmer）と言う只今超売れっ子のお方。 
「ライオン・キング」の音楽を担当してオスカーをゲットしています。 
他には、「ダ・ヴィンチ・コード」、「ラスト・サムライ」、 
「グラディエーター」、「MI:2」、「ブラック・レイン」、 
「レインマン」なども手がけています。 

そう言えば、 
「バック・ドラフト」と「パイレーツ・オブ・ザ・カリビアン」だけでも、 
なんか良く似てるよなぁーって感じです。 
でもどちらもカッコいいからいいっか。） 
  
「よし、今日は『合奏』すんぞーー！」と声をかけますが、 
なんせ人数が少ない(;_;) 
仕方ないので、「指揮」をしないで、楽器（演奏）の方に回る事となります。 
 皆も 
「今日は、『合奏』すんねんて～。」 
「なにすんの？なにすんの？」 
といった感じで楽譜の用意したり、 
不安な箇所をおさらいしたり。 
 
 さてっと見渡してもちょっと人数が足らなすぎ(--;) 
 でも『合奏』したいもんね。 
 出来るだけ抜けている楽器を一人でどうにか出来ないかと、 
譜面台を２本立てて、可能な限り複数パートを演奏しようと無理しちゃいます。 
（所詮、ドラムしか出来ないのですが、ドラムとティンパニとチャイムと小物と・・・。 
無理も無理、超無理なんですけど。） 
 楽譜を並べて見ると、楽譜って楽器毎に段数が違うんでした。 
（並べると結構見難い(*_*)） 
 しかし、抜けているパート（楽器）が沢山ある状態での『合奏』は、 



「味のないカレー」みたいなモノ。（どんなんやねん！(。。)＼バキッ☆ ） 
 
「う――ん、どうしよっかなぁ。エイッ、どうにかなるっしょ。」 
 で、汗をかきかき、懸命に盛り上げて行こうとするのですが、 
ただでさえ、練習不足なのに、無理するので、もう悲惨なドラム。 
自分でもヤバイんちゃうのーと思ったりして終了。 
「やめておけば良かったかなぁ～。」 
密かに内心思っていたら、 
「変な箇所に（色んな打楽器が）入ってくるので、吹き辛いデス！」 
と、きっぱりダメだしされちゃいました。 
一生懸命やったのに――(ToT) 
 
（合奏での譜面は、お一人さま１パートでお願い致します m(__)m） 
 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９５話 
 
 遅れていたといっても、もうシッカリ梅雨になっちゃいましたね。 
 この時期は「大阪の消防大賞」発表会があり、 
大阪府下消防音楽隊合同演奏が毎年行われてきました。 
 
 昨年までの合同演奏は、 
大阪市消防音楽隊をコアとして、 
府下の消防音楽隊からそれぞれ３～５名程度の隊員を派遣し、 
総勢約６０名の大人数で合同演奏していました。 
しかし、今年３月末で、大阪市消防音楽隊が廃止になっています。 
 
 先日、大変お世話になっている八尾市消防音楽隊の方が、 
府下消防音楽隊の会議結果を持って下さいました。 
 一通りのご挨拶の後、 
 「柏羽藤さんが休止してからの、会議資料をお持ちしました。」 
（なんて、お優しいー(T-T)） 
 公務活動休止になってから、会議にも欠席しておりますので、 
他都市の動向がよく分からない状況になってしまっています。 
なんかドンドン取り残され、忘れ去られて行くような感じでしたので、 
思わずジ―――ンってしてしまいました。 
  
 一人で、何回分もある会議資料に目を通します。 
 懐かしい名前があちこちにあります。 
 と共に、皆が苦しみながらも、 
これまでの活動を途絶えさせないように、 
継続させて行こうとする「心粋」が滲みでています。 
 
 そして、今年の「大阪の消防大賞」発表会、 
大阪府下消防音楽隊合同演奏はどうなるのかと 
ヤキモキしていましたが、 
堺市高石市消防組合消防音楽隊さんを中心に 
継続して行く事が決定したらしく、 
ホットしました。 
 
今年も従前と同程度の 



５６名と言う立派な人数で構成され、 
今までと同様の曲種を練習されているようです。 
 
平成１９年７月８日（日） 
１３時から、大阪国際交流センター大ホールにて。 
 
多分、廃止になった元消防音楽隊の方々も駆けつけると思います。 
 
私も会場の隅っこで、見せてもらうつもりです。 
一刻も早い復活を胸に。 
 
 
 
 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９６話 
 

1999 年７月、柏原羽曳野藤井寺消防組合公式 HP がスタートし、 
今月から９年目に突入します。 
この間、プロバイダーが変更になったり、 
HP 担当の人事異動や、数回の HP 様式変更を経て 
現在の「形」になりました。 

  
 
この「ガンバレ、消防音楽隊！」は、 
公式 HP に遅れる事１ヶ月の 1999 年８月から始まりました。 
最初は「音楽隊楽長の声」なんて言う大きな表題が付いていたんですよ。 
（これを知っている人は相当マニアックかも。） 
どうせ書くんだからと思って 
メイン・タイトルを「ガンバレ、消防音楽隊！」にしました。 

 
っちゅう事は、この「ガンバレ、・・・」も今月で丸８年と言う事ですね。 
（参照⇒連載１周年記念特別編） 
今月で９６話ですもんね。 
（１２回×８年＝９６回で、計算合ってますね。よかった～f(^^;) 

 
へー、スゴイなぁ。って言っている場合ではない。 
 （ひょえ～８年かー(^-^;、桃栗３年、柿の実もなっちゃいます。) 
ぎぇ――――、えらいこっちゃ、 
今年中に「祝連載１００回」が来てしまうなやいの！？ 
どないしよう・・・・、 
 
以前は「連載記念特別番外編」も書いてたのに(--;) 
１００回はどうすんだよって言われちゃいそうです。 
 
 
 
平成１９年７月８日（日） 
第２２回「大阪の消防大賞」表彰式が 
大阪国際交流センター（略して「国流」）大ホールで開催されました。 
12 時半に楽屋口に到着。 



一年振りの国流です。 
 
これから起こる場面の自分ながらの想定： 
楽屋口から入る 
→相手：「いやー、久しぶりー。元気？」 
→自分：「どうも、ご無沙汰しています。皆さんにまた会えて嬉しいです。」 
→相手：「こちらこそ。その後どんな感じですか？」 
→自分：「なかなか進展しないですけど、嬉しい事に隊員達も頑張ってくれています。」 
→相手：「それは良かった。」 
→自分：「はい、諦めたら終りですから、ネバーギブで頑張ってます。」 
→相手：「そのいき、そのいき。」 
→二人とも、「はははっ。」と、なぜか笑う 
・・・と社会人同士の会話が続く。 
こんな感じかなぁ～。 
 
で、楽屋口に入ったとたん、 
→相手：「おー、今、話しとったんやー！」 
と社交辞令もなにも全て省略の感嘆符。 
→自分：「え？なになに？」 
→相手：「今、丁度、あんさんの話しとったとこやがな。 

聞こえてたんちゃうかー？」 
と、お約束の言い回しで歓迎されます。 
→自分：「ほんま？」 
→相手：「ほんま、ほんま、 

今、あの人みたいに、周り気にせず、 
（ドラムを）叩きまくれって言うてたとこやねん。」 

え？どういう事？ 
（これって、新しい挨拶の仕方？それともからかわれてるん？） 
→自分：「失礼な！ 

一応、周りの人を気にしながら叩いてましてんけど。」 
→相手：「いやいや、気にしてたらあんなドラムでけへん。」 
→自分：「そんな事ないです！」 
→相手：「あんな厚かましいドラムはあんたぐらいや。」 
（あれ？全然ちゃう展開や(>_<)） 
と、言いつつも笑顔で話してくれます。 
この場、独特の歓迎の現し方なのかも知れません。 



有りがたい事です。 
（あの～、挨拶はしないのー？） 
 
舞台裏の通路でも、沢山の知り合いと会います。 
皆さん一様に 
「おっ！久しぶり～。」って感じ。 
でも、本番前ですから手短に挨拶を交わし、会場へ。 
ここでも、手荒い挨拶の連続です。 
 
 
そんな事をしている間にそろそろ開演です。 
緞帳が上がり、今年の合同演奏の始まりです。 
今年は大阪府下８消防本部の消防音楽隊から、 
５４名の隊員が集っています。 
一時期は、府下１４隊から選抜して６０名いたのですから、 
今年の５４名は立派です。 
 
ステージは、マーチに始まり、 
ジャパニーズ・グラフェィティⅩ「時代劇絵巻」、 
涙そうそう、大阪のうたメドレーの４曲でした。 
マーチ以外は、お客さんの良く知っている曲を選んであったので、 
 
会場はドンドン暖まっていきます。 
とってもいい雰囲気で終了。 
 
今回の合同演奏は、 
クリアーしなければならない問題ばかりだったでしょうし、 
段取りも数倍大変だったと思います。 
でも、皆が自分の問題だと言う認識で、 
協力して成功させようとした、そんな演奏だったと感じました。 
 
それに引き換え、 
こんな大変な時に 
なんのお手伝いも出来なかった自分に対する腹立たしさと、 
皆さんに申し訳ない気持ちでいっぱいでした。 
 



その夜は、約８０人で打上げです。 
自分も誘って頂き、久々に参加させて頂きました。 
半分以上は顔見知りですが、初対面の方も沢山いらっしゃいます。 
演奏当日の打上げとあって、いやおうにも盛り上がってしまいます。 
（大丈夫？明日は月曜ですよ。仕事でしょ？） 
横で見てても楽しかったですよ。 
 
来年の演奏はご一緒させて頂けるよう頑張ります(^_^)/ 
 
 
皆さん、お疲れ様でした。 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９７話 
 
 先日の練習で、吹奏楽では必ずと言っていいぐらい 
皆が演奏経験のある「ホルスト第２組曲第一楽章」を合奏しました。 
（難しいので、ウチでは第一楽章しか演奏出来ませんが(^-^;)  
 
もちろん初見などではなく、 
今まで何回も練習していた曲ですので、 
薄れた記憶を辿りつつの合奏です。 
 
「ホルスト第２組曲」なんて、 
ウチの音楽隊としては、 
異例中の異例の選曲で、 
ほとんど無理やり練習してもらった曲。 
練習し出した頃、隊員達は 
「なにコレ？」 
って表情でした。 
 
でも、この曲、ご存知の方は経験あると思うのですが、 
何回も練習していると、 
なんとなく耳に付くというか、「癖になる」んですよ～。 
この辺が、ホルストさんの偉大なところかも知れません。 
（ホルちゃん、エライ！） 
 
んで、合奏し終わって、 
同じホルストの「組曲惑星」の話になって、 
当然のように「木星」の話が出てきます。 
（「木星」も簡単なアレンジのバージョンを演奏した時もあったのですが、 
あんまり憶えていないと言った感じでした。 
皆すぐ忘れてくれます。） 
 
「じゃー、次はホルストの「第１組曲」を手に入れて練習しよっか？」 
と言っても、 
隊員さん達は、 
何を言われているのか分からないので、ノー・リアクションです。 
 



ノー・リアクションって事は、やって見なきゃ分からないって事と、 
勝手な解釈をして、 
次は「第１組曲」をまた無理やり練習してもらう事にしました。 
 
 
私自身は、「第２」より「第１」の方が好きですので、 
なんかとっても嬉しい展開です。 
 
まだ、楽譜手配が出来ていませんが、 
いまからメッチャ楽しみです。 
 
ついでに、 
すこし新しく練習する曲も決めて、 
楽譜を入手しようと目論んでます。 
 
 
 
 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９８話 
  
早いもので、消防音楽隊が公式活動休止になって２年が経過しました。 
 
でも、ラテン系の楽天的な隊員が多いからか、 
特段、「閉塞感」などと言う程の重い空気はないものの、 
なんだ、かんだと言っても 
「本番」がないと言うのは、 

目標が無い(;_;)、 

刺激が無い(-.-)、 

緊張感が無い(--;)、 

テンションが上がらない(..) 

大変困った状態です(>_<)。 

（ホンマに困ってんのか？(。。)＼バシッ☆ 
 
そろそろどうしたものかと 
考える時期である事は間違いありません。 
  
本番で演奏する機会を作らないと打破出来ないのは十分承知しています。 
 
ん～～～～ん、 
どっしようかなぁ～って、 
ずっと悩んでは居たのですが、 
なんとなく忙しかったのもあって、 
チョカチョカ動くのも控えていたのも事実です。 
 
そんな中、思いがけず上司から、 
「そろそろなんか企画したらどうか？」 
と打診がありました。 
 
自主的な演奏になりますが、 



「そんな事でもしないといけない状態なんじゃないのか？」 
とも指摘されちゃいました。 
（はい、ごもっともでございます S(￣ひ￣;汗) 
 
未だ隊員全員に確認が取れていませんが、 
なんかやってみようかって言う空気には、なりつつあります。 
 
明らかに演奏力も低下しちゃってます。 
特に、持久力の低下は歴然としています。 
（口がもたない――！） 
 
それに加え、人前で演奏するとなれば、 
少なくなった人数で、 
ある程度の演奏をする事を考えなければ、 
折角演奏する意味が薄れます。 
選曲もイチから考え直さなければいけません。 
（やる事イッパイ(~o~)） 
 
まだまだこれから詰めて行けなければいけない事ばかりで、 
実現出来るかどうかも微妙です。 
少しづつ少しづつ、話を進めて行くことになりそうです。 
 
いつ、皆さんにお知らせ出来るかも全く分かりませんが、 
でも、 

頑張ります。(^_^)/ 

 
 
 
 



ガンバレ、消防音楽隊！ 第９９話 

 譜面がとうとう手元に到着しました。 

今回は全部で３曲、譜面をお願いしました。 

１つは、「千の風になって」 

（別に狙って訳でも、意図している訳でもないのですが、いつも「千の風にのって」

と言ってしまいます。） 

 初めてこの曲を聞いたのは、阪神・淡路大震災の慰霊のために演奏されているニース

ス画像だったと思います。 

 その後、これも画像でしたが、テノール歌手の方が朗々と歌い上げているのを拝見し

ました。その時の印象ですが、 

「この人、マグマ大使そっくり！」 

（人間じゃないやん(。。)＼バシッ☆） 

全身金色にしたら絶対マグマ大使です。 

（絶対、誰がなんと言うおうとマグマ大使なんでですよ。） 

 （『マグマ大使』（マグマたいし）とは、地球の創造主アースが、地球侵略を狙う「宇宙

の帝王」ゴアとの戦いのために生んだ「ロケット人間」である。アースがマモル少年に与

えた特殊な笛によって呼び出され、ゴアの差し向けた敵と戦う。ロケット人間は金属の体

を持ち人間型とロケット型に変形し、ロケット型になれば空を飛べる。日本を遠く離れた

火山島（無人）を基地としており、創造主アースとマグマ大使の妻・モルの三人で暮らし

ている。後に村上マモル少年とかかわったことからマグマ夫妻も子供が欲しくなり、その

願いを聞き入れたアースがマモル少年をモデルに長男・ガムを誕生させた（ガムという名

はスポンサーがロッテであったためであると言われている）。主人公のマモルと年恰好が似

ていることから、物語の導入部でガムが呼び出されることが多かった。ちなみに、アース

が与えた超音波笛を 1 回吹くとガムが、2 回でモルが、3 回吹くとマグマ大使がやってくる。

作品中でゴアに録音された笛があちこちで吹き鳴らされて、マグマ一家がおおわらわにな

るという話もあった。またフレニックスによって音波が吸収されて超音波笛が使えなくな

った時には信号弾（1 回撃つとガムが、2 回でモルが、3 回でマグマ大使がやってくる）が

代わりに与えられた。 



1966 年（昭和 41 年）7 月 4 日から 1967 年（昭和 42 年）9 月 25 日まで全 64 回（52
話 + 再放送 12 話）がフジテレビ系で毎週月曜日 19：30 - 20：00（39 話まで）、19：
00 - 19：30（40 話から）に放送された。本作品は、日本で初めて全話カラー放送され

た特撮ドラマである（日本で二番目のカラー特撮ドラマは『ウルトラマン』）ストーリ

ーは基本的に 4 話で完結する方式を取っていたが、余りにも長いストーリー展開に当時

の視聴者が難色を示したため、終盤は 2 話完結に変更されている。出典: フリー百科事

典『ウィキペディア（Wikipedia）』
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B0%E3%83%9E%E5%A4%A7%E4
%BD%BF） 

（実は、ガムって言うのが私の弟に似てる気がして見てました。カラー放送って画面の下

に表示されてたのが記憶にあります。でもウチのテレビはその時まだ白黒だった(>_<)すぐ

カラーテレビを買ってくれたけど・・・。） 

 とにかく皆さん一度見て下さい。多分納得されると思います。（テノール歌手秋川雅

史さんゴメンナサイ） 

 全然、曲の話からずれてしまってますが、歌詞を聴いていると人間の永遠のテーマだ

と思います。 

 演奏するのが楽しみです。 

（感情移入し過ぎないように注意しなければ。なんだか泣いちゃいそうなんだもん。） 

  

 あとの２曲のお話は次回「ガンバレ、消防音楽隊第１００話」にしたいと思います。

（引っ張るん!?って言われそう(^_^;)） 

 

って次は１００話なん！！ 

¥(ﾟ△ﾟ;” ﾞ;ﾟ△ﾟ)ノ”オロオロ 

えらいこっちゃ、どうすんの～？ 
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